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研究成果の概要（和文）：血流のバランス不均衡は肝移植に於ける病態生理で良く知られている。Macrovesicular 脂
肪肝グラフトにおける生体内異物解毒機構において、肝小葉各Zoneにおける類洞の動脈血流調節因子は冷保存虚血再灌
流障害の鍵となる可能性があることがわかった。肝動脈の虚血再還流における類洞血流の変化と解剖学的、生理学的、
生化学的変化が正常肝と脂肪肝でどう異なるのかを全肝レベルから電子顕微鏡レベルにおいて解析した。Macrovesicul
ar脂肪肝グラフトのロスが起こる病態解明に重要な知見を得た。また非Macrovesicular 脂肪肝において動脈虚血再還
流が果たす生理学的な新知見を得た。

研究成果の概要（英文）：It has been well known that sinusoidal reperfusion imbalance is observed in the 
liver grafts. In xenobiotic detoxification capacity of macrovesicular fatty liver grafts, the sinusoidal 
reperfusion of zonal heterogenity may determine the graft viability in the liver with or without 
Macrovesicular fatty liver grafts. Sinusoidal perfusion verocity derived from hepatic artery clamping 
examined anatomically, physiologically, and biochemically in the liver with or without macrovesicular 
fatty liver.

研究分野： 肝臓生理学

キーワード： microcirculation
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１．研究開始当初の背景 
冷 保 存 虚 血 再 灌 流 障 害 に お け る
Macrovesicular 脂肪肝グラフトにおける生
体内異物解毒機構は未知であり、その基礎と
なる類洞血流評価方法は確立されていない。
虚血再還流障害に伴う heterogenity は報告
されてきたが、それが何故起こるのかは明ら
かではない。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は Macrovesicular 脂肪肝の虚
血再還流障害に対する脆弱性の病態生理を
明らかにし、その対策を確立することである。 
 
３．研究の方法 
移植時の Macrovesicular 脂肪肝の類洞還流
とその Graft に与える影響を調べるために
sinusoidal perfusion rate と functional 
sinusoidal density といった古典的方法に
代わるあたらしい微小循環評価方法を確立
するべく、新しい類洞血流評価法の確立を第
一目標とした。従来法は解像度も低く、血流
測定の精度も低い。全赤血球のスピードがリ
アルタイムにベクトル表示し、それぞれのベ
クトルの速度計算が各種再還流時間、各種疎
血方法による瞬間的な変化の動的測定を行
った。続いて、当該肝臓の微小構造を解剖学
的、生理学的、生化学的、病態生理学的に調
査した。 
 
４．研究成果 
本研究はこの Zonal Heterogenity の病態生
理解明に光明を見いだした。現在、類洞の入
り口（門脈） から出口までの動脈クランプ
に伴う血流変化を全長に渡って評価できた。
低倍率で類洞全長の血流動態は観察できた。
高倍率で様々な条件を試みた。また、クラン
プ時間を変えて、類洞障害、あるいは類洞の
heterogenity に 関与する各種条件の設定を
行った。Macrovesicular 脂肪肝、正常肝の８
時間冷保存で生体内異物解毒機能を調査し
た。脂肪肝の温疎血による組織学的脆弱性の
検 討 も 行 っ た 。 電 子 顕 微 鏡 に よ る
Macrovesicular 脂肪肝の観察で類洞壁細胞
の変化を調査した。Macrovesicular 脂肪肝の
生体内解毒機構、肝障害の程度についても成
果を得た。 
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